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東日本大震災に学ぶ

企業の危機管理
日本マネジメント総合研究所(JMRI)理事長戸村智憲

‐
１

言
で
’
Ｊ

～恥

3月11日に発生した東日本大震災は、被災地に限らず多くの企業の危機管理の課題を浮き彫りにした。

これを踏まえ、企業はこれからの来るべき危機を前に、どのように備えたらよいのか？

事業継続を切り口に、新たに求められる危機管理の基本と対策を具体的に探ってみた。

企
業
は
実
効
性
の
あ
る
危
機
対
応
が

で
き
て
い
る
か
？

　
３
月
Ｈ
日
、
未
曽
有
の
大
地
震
が
東
ロ
本

を
襲
っ
た
。
被
災
地
は
地
震
と
そ
の
後
の
大

汗
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、
死
者
・
行

方
不
明
器
は
２
万
７
０
０
０
人
を
超
え
た
。

　
今
回
の
吉
見
は
、
地
震
と
津
波
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
だ
け
で
な
く
、
福
島
畝
二
原

子
力
発
。
屯
所
の
事
故
に
よ
る
電
力
の
供
給

不
足
、
そ
れ
に
よ
る
計
白
衿
電
の
実
施
、
製

造
部
品
の
調
遠
の
困
難
な
ど
の
二
次
被
害

も
発
生
し
、
被
災
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
首
都

圏
の
多
く
の
企
業
も
対
策
を
迫
ら
れ
た
。

　
企
業
は
、
災
害
や
事
故
で
被
害
を
受
け

た
と
し
て
も
爪
要
業
務
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
、
た
と
え
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で

も
、
可
能
な
限
り
素
早
く
再
開
さ
せ
る
こ
と

が
何
よ
り
求
め
ら
れ
る
。
近
年
、
そ
の
対
策

と
し
て
注
目
を
浴
び
つ
つ
あ
っ
た
の
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
日
Ｕ
Ｓ
ｌ
ｎ
ｅ
Ｓ
Ｓ
（
い
ｏ
に
Ｆ
Ｅ
マ
コ
呂

（
？
（
）
５
ぶ
Ｂ
）
）
Ｈ
事
業
継
続
性
プ
ラ
ン
（
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
で
あ
る
。
緊
急
事
態
に
遭
遇
し

た
場
合
で
も
、
事
業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を
最
小

限
に
と
ど
め
な
が
ら
、
コ
ア
業
務
の
継
続
、

早
回
復
Ｌ
を
昨
能
と
す
る
た
め
の
手
順
・
手

段
な
ど
を
ま
と
め
て
お
く
計
画
宍
で
あ
る
。

　
日
本
で
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
す
る
企
業
の
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closeup東日本大震災に学ぶ

　
図
１
の
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
あ
る
一
連

の
対
応
は
、
企
業
に
お
け
る
危
機
対
応
の

原
則
に
洽
っ
た
行
動
で
も
あ
る
。
私
は
、

こ
れ
か
ら
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
あ
り
方

企業のjl虻１垣
－ 一 一 一 一 - 一 一 -

r - r - - 一 一 － a - - 一 一 - 一 = - - = - -

数
は
増
え
て
き
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら

緊
急
時
に
役
立
つ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
定
め
て
い
る

企
業
は
多
く
な
い
。
今
回
の
震
災
で
も
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
な
が
ら
、
十
分
に
機
能

し
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
数
多
く
見
ら
れ
た
。

特
に
大
企
業
で
は
、
机
上
の
空
論
を
ま
と

め
た
か
の
よ
う
な
分
厚
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ

ア
ル
集
を
作
り
が
ち
だ
が
、
緊
急
時
に
は

時
間
も
人
手
も
少
な
く
、
の
ん
び
り
片
頬

を
め
く
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
で
、
使
い
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
須
な
の
に
、
そ
う
な
っ
て
い
な
い
事

業
継
続
計
画
片
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る

の
だ
。
そ
の
よ
う
な
点
で
、
今
回
の
。
震
災
は
、

企
業
の
危
機
対
応
の
実
効
性
が
あ
る
か
否

か
を
改
め
て
問
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

て
い
る
。

　
で
は
、
震
災
直
後
の
緊
急
事
態
に
、
企

業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
配
虚
し
て
行
勣

す
べ
き
か
。
あ
る
い
は
、
復
旧
対
応
を
進

め
る
べ
き
か
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
私

な
り
に
、
事
業
綱
縫
上
の
七
つ
の
要
八
を

示
し
て
み
た
い
。

図１　事業継続チェックリスト

　①職場の安全確認

　コ地震発生後、まずは落ち着いて、職場の状況を把握できたか。

　□安全確認後、自分たちのできる範囲で、職場を震災前の状態に戻すよう努められたか。

　②ＢＣＰに沿った対応の確認と安否確認

　□ＢＣＰ策定企業は、改めてこれを確認し、手順通りに対応できたか。

　□ＢＣＰがうまくいかなかった点はなかったか(改善点のチェックとBCP見直しポイント)。

　□ＢＣＰ未策定企業でも、まず安否確認を行い、現有戦力の状況(雄が支援を必要としているか、誰

　　が出勤可能で、業務を担当できるか)を把握できたか。

　⑤危機対応担当者の割り当てと情報の集中管理

　□危機対応の陣頭指揮を執る責任者とその役割を決定しているか。

　□現有戦力として上記責任者が不在･被災の場合、代替責任者を決めて対応できたか。

　□常に上記責任者･代替責任者に情報を集約し、集中的な指揮管理･情報共有･情報発信を行える体

　　制が整っているか。

　④自社の使用可能な施設･設備･機器･ＩＴサービスなどの確認

　□社内の施設やシステムのうち、使用できるもの、できないもの、修理すれば使えるものなどの洗

　　い出しを行ったか。

　□上記で洗い出した使用可能なものをベースに、迅速に事業継続への意思決定と対応ができたか。

　㈲輸入･生産加工から最終販社に至るサプライチェーンの状況確認

　ロサブライチェーンの各状況(障害の個所、代替策、その際に必要となる時間)を確認できたか。

　□業務再開･継続までにかかるサプライチェーン上の所要日数一時同等を確認できたか。

　ロサプライチェーン上のボトルネックとなるポイントの確認と、代替策をとれたか。

　⑥海外取引先や海外取引のある取引先企業への自社状況報告

　□海外の取引先企業にも､自社の状況やサブライチェーン上に発生している問題を正確に伝えられたか。

　□事業再開･継続、納期、サービス提供にかかる所要日数･時同等を伝達して取引先のつなぎとめを

　　スムーズに行えたか。

　⑦節電対応(計画停電に備える)

　□不要不急の電力使用を控え､自家発電機の利用や工場稼働シフト見直しなどの対策を講じているか。

　□労使間で、始業/終業時間の調整、テレワークの検討･調整、空調機器や照明などの節電化と職場

　　の安全配慮義務の確認･協議、その他の調整か行えているか。

図２危機管理(ｸﾗｲｼｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ):危機が発生した後の危機管理の３つのポイント
ブラス

■■■■Ｉ

　　□

　(平艶)

マイナス

一 一 一 一

探ｙレペルは応哨発牛後

タウンし､命.機釈JIrのｎで

大きく上向＜

２♀圖発見・早期這正

　でリカパリータイム

　を短く

CI)ﾀﾞj

エ
ダ
メ
ー
ジ
を
辰
小
唄
に
す
る

　
平
侍
に
お
い
て
は
、
降
り
か
か
っ
て
く

る
リ
ス
ク
を
、
何
と
か
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

災
害
に
限
ら
ず
、
不
祥
事
の
発
生
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
対
し
て
、
企
業
が
と

る
べ
き
基
本
的
な
原
則
、
考
え
方
と
し
て
、

次
の
３
点
を
掲
げ
て
い
る
。
俳
せ
て
図
２

も
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

②
復
旧
ま
で
の
期
間
（
リ
カ
バ
リ
ー
タ
イ

　
ム
）
を
最
短
に
す
る

③
危
機
で
得
た
経
験
を
生
か
し
た
経
穴
変

　
革
・
改
善
を
行
う

･･lj農機曼生前よりプうスに転向｡

　｢災い転じて樋となす｣ように

　できｎぱベスト｜

時からのマイナスをいかに
jx限に食い止めるか

　　　　　危機発生後の対応
危機管理(クライシスマネジメント)

た
り
か
わ
し
た
り
で
き
た
と
し
て
も
、
。

員
、
危
機
が
生
じ
た
場
合
、
①
の
よ
う
に
、

通
常
の
操
業
レ
ペ
ル
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
レ

ペ
ル
、
企
業
の
信
頼
性
レ
ペ
ル
か
ら
の
落

ち
込
み
を
最
小
限
に
下
支
え
す
る
ダ
メ
ー

ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
企
業
に
お
け
る
示
‥
管
注
意
義
務

一
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戸村謹●(とむらとものり)

１９７５年大阪生まれ。岸稲田大学卒叉｡米国ＭＲＡ

鯉了{鰐;Mln理学悒十3｡l掬連一朗にて、[ml内部

I､i一･業務]山一凹･|こ1･を･旧当。ESI･j企ｉ役ＵとＬて監査

絞･Ili;と人･||･､Ｓ鮫括、9･Mlni]i科学学会押唄。叙

アリストり社じ:ピル・トッデンlal乱岡山人学人

学院非常勁丿師．ＪＡ桜野中央会融|函などを歴任。

|防災･危機?¶型。リスク巴理、コンプうイアンス･

内部統制について学際的かつ複合一雄での経営指

導を、東惣を中心に全国で行う。著伺|まfしっかり

取り組む｢内部統Ill｣』や|｢なぜクラウドコンピュ一

苧ィングが内部統制を楽にすａのか｣なとＩ、１５冊

を超える。

　
あ
え
て
一
言
で
言

え
ば
、
い
ざ
と
い
う

時
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
し
で
も
必
要

な
危
機
管
理
対
応
が

実
践
で
き
る
体
梗
づ

く
り
と
ス
キ
ル
の
習

得
に
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ

や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ

ア
ル
悍
は
、
あ
く
ま

で
も
危
機
に
対
峙
す
る
「
教
科
書
の
よ
う
な

も
の
」
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
、
津
波
や
火
災

な
ど
で
分
厚
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
荊
が
全
て
損

失
す
る
こ
と
も
あ
る
。
分
厚
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
頼
る
依
存
心
や
思
考
停
止
が
、
危
機

に
お
け
る
リ
ス
ク
そ
の
も
の
な
の
だ
。
危

機
発
生
時
に
は
、
書
類
通
り
に
い
か
な
い

こ
と
が
往
々
に
し
て
起
こ
る
。
想
定
昇
の

事
態
に
も
、
危
機
管
理
を
実
践
で
き
る
応

用
力
の
養
成
が
必
須
な
の
だ
。

　
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
立
案
し
た
時
点
で
終
わ
り
、

と
い
う
よ
う
な
企
業
も
少
な
く
な
い
が
、

計
画
策
定
は
む
し
ろ
出
発
点
に
過
ぎ
な

い
。
危
機
管
理
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
ｔ
一
目
‐
↑
‥
）
ｏ
‐

（
い
百
沁
‐
ｙ
ｌ
目
）
サ
イ
ク
ル
で
言
え
ば
、

計
画
策
定
は
Ｐ
止
ま
り
、
つ
ま
り
、
そ
れ

バ
ー
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
を
待
っ
て
集
ま
っ

て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

を
全
て
回
収
し
、
規
定
の
危
機
管
理
担
当

者
１
名
に
会
議
室
の
外
に
出
て
も
ら
う
。

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
真
っ
暗
に
な
っ
た
会
議
室
で
、
訓

練
開
始
の
号
令
を
か
け
る
。
「
地
震
発
生
。

停
電
。
自
家
発
電
故
障
。
危
機
管
理
担
当

者
１
名
行
方
不
明
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
類
全
損
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
は
何
か
ら
取
り
組
み
ま
す

か
？
」
と
い
う
よ
う
に
…
…
。
。
実
効
性
あ

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
・
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
は
、
実

践
に
近
い
状
況
下
で
の
訓
練
を
通
じ
て
鍛

錬
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
実
際
に
危
機
が
訪
れ
た
場
合
に
、
定
め

ら
れ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
ー
思
考
形

態
・
体
制
に
洽
っ
て
臨
機
応
変
に
応
用
力

を
も
っ
て
行
動
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
後
に
ど
こ
が
機
能
し
な
か
っ
た
の
か
を

チ
ェ
ッ
ク
（
C
h
e
c
k
）
し
、
改
言
言
ｌ
ｏ
Ξ

を
試
み
る
こ
と
で
、
危
機
管
理
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
の
だ
。
そ
の
よ
う
な

。
’
連
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
組
ま

ず
し
て
、
危
機
に
強
い
組
織
を
構
築
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

だ
け
で
は
危
機
管
理
の
「
企
團
倒
れ
」
に
し
　
　
事
業
継
続
と
Ｉ
Ｔ
と
の
関
係

か
な
ら
な
い
の
だ
。
私
の
指
導
す
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
訓
練
で
は
、
会
議
室
に
危
機
首
塚
メ
ン

多
く
の
人
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ー
ネ
ッ
ト
の
力

を
改
め
て
思
い
知
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。
私
も
同
感
だ
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
既
存

メ
デ
ィ
ア
は
、
刻
一
刻
と
変
わ
る
状
況
や

危
機
の
現
場
で
の
放
送
さ
れ
な
い
「
救
援
信

号
」
と
い
う
生
の
声
を
逐
一
放
送
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
の
点
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
や

吻
回
呂
ｏ
粂
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

は
、
現
地
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
を
や

り
と
り
で
き
て
、
友
人
や
知
人
の
安
否
確

認
の
点
で
も
有
効
に
機
能
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
は
、
被
災
地
で
の
活
躍
を
通

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
で
も
、

個
人
の
意
思
決
定
の
上
で
も
、
ま
す
ま
す

欠
か
せ
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
な
っ
た
と

の
思
い
を
、
私
自
身
強
く
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
、
大
震
災
で
大
い
に
そ
の
力

を
証
明
し
た
も
の
に
、
ク
ラ
ウ
ド
が
あ
る
。

今
や
、
私
た
ち
の
普
段
の
業
務
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｔ
は
矢
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

が
、
旧
来
型
の
Ｉ
Ｔ
環
境
は
、
サ
ー
バ
ー

ル
ー
ム
ご
と
津
波
で
流
さ
れ
て
そ
の
機
能

が
全
滅
し
て
し
ま
う
な
ど
、
そ
の
ぜ
い
弱

さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ラ

ウ
ド
で
あ
れ
ば
、
図
３
の
通
り
、
別
の

パ
ソ
コ
ン
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
可
）
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
デ
ー
タ

に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
業
務
の
継

今
回
の
震
災
で
は
、
被
災
者
を
は
じ
め
　
　
続
・
再
問
が
で
き
る
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
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や
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
（
企
裳
の
継

親
）
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
こ
と
だ
。

　
そ
し
て
、
言
で
示
し
た
よ
う
に
、
兄

の
レ
ペ
ル
に
少
し
で
も
７
く
復
旧
す
る
リ

カ
バ
リ
ー
タ
イ
ム
を
最
短
に
す
る
対
応
が

必
要
に
な
る
。
さ
ら
に
、
元
の
レ
ペ
ル
ヘ

の
復
Ｕ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
危
機
に
直

面
し
て
得
た
穴
重
な
経
験
を
基
に
、
危
機

に
強
く
、
よ
り
良
い
健
全
な
企
業
づ
く
り

に
向
け
た
企
業
変
革
を
行
う
こ
と
が
大
切

だ
ノ
⑤
で
示
す
よ
う
に
、
元
の
操
業
レ
ベ

ル
・
サ
ー
ビ
ス
レ
ペ
ル
に
、
民
す
だ
け
で
な

く
、
危
機
に
強
い
経
営
の
レ
ペ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
意
欲
を
持
て
る
の
は
、
実
際
に

危
機
に
直
面
し
、
危
機
管
理
の
収
変
性
を

改
め
て
肌
感
覚
で
理
解
で
き
た
企
業
の
汽

重
な
経
験
の
腸
物
だ
。

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
企
業
変
革
を
行
う

べ
き
な
の
か
。
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促
進
に
も
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
私
は
こ
の
震
災
に
あ
た
り
、
独

自
の
「
エ
コ
ス
マ
ー
ト
復
興
」
（
⑥
戸
村
）
の
考

え
方
を
提
唱
し
、
環
境
に
配
恚
し
た
危
機
に

強
い
復
飢
ハ
の
あ
り
方
を
提
。
呂
し
て
い
る
。
ご

存
じ
の
通
り
、
ク
ラ
ウ
ド
は
、
Ｐ
Ｕ
Ｅ
と
い

う
子
不
ル
ギ
ー
効
率
性
の
指
標
を
高
め
て

お
り
、
デ
ー
タ
の
分
散
処
理
・
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
・
リ
ス
ト
ア
を
非
常
に
効
率
的
で
迅
速
に

行
い
や
す
く
、
ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
側
で
デ
ー

タ
保
存
や
デ
ー
タ
処
理
を
行
う
た
め
、
「
場

所
に
縛
ら
れ
な
い
Ｉ
Ｔ
環
境
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
長
所
を
生
か
し
、
自
治
体

に
は
「
エ
コ
ス
マ
ー
ト
復
興
」
と
し
て
、
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
被
災
地

で
建
物
内
（
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
）
の
Ｉ
Ｔ
環
境

が
分
担
し
て
も
、
職
員
の
方
が
別
の
遊
星

所
や
白
‥
治
体
の
会
議
室
―
つ
を
借
り
て
、

そ
こ
で
余
っ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
か
ら
ネ
ッ
ト
を

介
し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、

元
の
業
務
が
今
ま
で
通
り
行
え
る
か
ら
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ダ
メ
ー

ジ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
帰
途
化
と
リ
カ
バ

リ
ー
タ
イ
ム
の
短
硝
化
も
実
現
す
る
だ
ろ

　
住
民
か
ら
の
申
岫
書
類
や
そ
の
他
占
類

も
、
現
状
で
は
ｅ
交
鴇
法
等
を
勘
案
し
つ

つ
、
書
類
の
電
子
化
を
行
っ
て
お
け
ば
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
空
白
期
間
を
作
ら
な
い

で
済
む
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
は
オ
フ
ィ

ス
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
も
っ
な
が
り
、

環
境
に
配
慮
し
つ
つ
危
機
に
強
い
「
エ
コ

ス
マ
ー
ト
復
脆
ハ
」
に
洽
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
な
く
、
各
企
業
に
お
い
て
も
あ

て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
環
境
の
復

旧
に
お
い
て
、
大
量
の
サ
ー
バ
ー
を
購
入

し
て
使
う
に
は
、
初
期
費
用
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
が
膨
大
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
な

ら
、
初
期
費
用
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
も

安
く
、
し
か
も
、
そ
の
日
の
内
に
サ
ー
バ
ー

を
い
く
つ
も
確
保
で
き
る
上
、
自
社
内
の

電
力
使
用
を
最
小
化
す
る
上
で
も
役
に
ぐ

つ
で
あ
ろ
う
。
ク
ラ
ウ
ド
は
節
。
電
・
改
、
‐
に
省

子
不
法
対
応
に
も
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。

　
企
業
経
営
や
危
機
管
理
に
お
い
て
、
最

も
大
事
な
視
点
は
、
ゴ
ー
イ
ン
グ
ー
コ
ン

サ
ー
ン
で
あ
る
。
東
口
本
人
。
震
災
は
、
企

業
の
事
業
継
続
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
も
た
ら
し
た
。
今
回
の
震
災
で
僣

た
経
験
や
危
機
感
を
生
か
し
て
、
多
く
の

企
業
が
事
業
継
続
に
関
心
を
持
ち
、
必
要

な
対
策
を
と
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
ぃ

水
原
稿
の
執
や
伺
は
、
リ
桐
皆
ぷ
で
に
・
ん
ご
水
人
の
淀
向
に
よ
Ｉ
り
、

屯
‥
’
参
入
炭
火
の
肢
哭
ぷ
の
ん
八
、
の
見
桜
の
た
め
に
、
目
水
盛
－

字
桂
を
通
じ
て
寄
伺
さ
せ
て
い
た
た
き
ま
し
た
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図３クラウド概念図
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自
出張先や避難先などの外部から

ネットでクラウドヘアクセス

家庭からクラウドヘアクセス

危機時も容易にテレワークが

可能になる

企業内からクラウドヘアクセス
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